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CNNを用いた皮膚病の画像分類手法の検討
～皮膚病に対する自動診断システムの構築に向けて～
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概要：近年，皮膚病は世界で最も一般的な病気の一つとなっており患者の数は増加傾向にある．しかし，
皮膚科医の数は非常に少なく，患者の増加に対応できない問題がある．そこで本稿では，皮膚病および皮

膚科医らの現状を踏まえ，診断時間を削減するための皮膚病の自動診断システムの構築を最終的な目的と

し，その一環として CNN を用いた皮膚病の画像分類を行った．実験の結果，23 種類の皮膚病に対して

79.9%の認識率を達成した．今後，システムの構築に向けて，診断できる皮膚病の種類を増やすこと，認識

精度をさらに向上させることが課題である．

1. はじめに

近年，皮膚病は世界で最も一般的な病気の一つとなって

いる．特に，WHOが発刊している最新のWorld Cancer

Report [1]では，皮膚ガンの一種である悪性黒色腫の発生

率が 1975 年から 2010 年までの間で，劇的に増加してい

ると指摘されている．しかし，皮膚科医の数は非常に少な

く*1，今後の患者の増加に対応できない問題がある．

本稿では，皮膚病および皮膚科医の現状を踏まえ，皮膚

科医の診断時間を削減するための皮膚病の自動診断システ

ムの構築を最終的な目的とし，その一環として，CNNを

用いた皮膚病の画像分類を行った．

2. 関連研究

CNNを用いた皮膚病の画像分類として，Liaoの研究 [2]

と Estevaらの研究 [3]がある．Liaoは，Web上で公開され

ている皮膚病のデータセットである Dermnet*2を用いて，

23種類の皮膚病の画像分類を行い，73.1%の精度を達成し
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た．また，Estevaらは，皮膚病が詳細な病気の種類を表す

小分類と，良性か悪性といった大まかな括りを表す大分類

に分けられることに注目し，複数のデータセットを用いて，

小分類である 757種類の皮膚病を CNNに学習させ，大分

類である良性か悪性か非腫瘍性の 3種類を分類した．その

結果，単純な 3種類の分類を行ったときと比べて，3%程度

の精度が向上した．

3. 手法

本研究では，Estevaらの手法を用いた．具体的には，ま

ず出力層で小分類ごとの確率を求め，求めたい大分類の確

率を，各大分類に属している小分類の確率をすべて足し合

わせることで求める．

4. 実験

本実験では，Dermnetに対して Estevaらの手法を様々

な CNN [4] [5] [6] [7]を使って適用した．具体的には，小

分類である 622種類の皮膚病を CNNに学習させ，大分類

である 23種類の皮膚病を分類し，Liaoの結果と比較した．

その結果，全てのモデルをアンサンブルした時に 79.9%の

認識率を示し，Liaoと比べて 6.8%の精度向上を達成した．

5. まとめと今後の課題

本稿では，皮膚病の自動診断システムの構築の一環と

して，CNN を用いた皮膚病の画像分類を行った．結果，

79.9%の認識率を達成した．今後，システムの構築に向け

て，診断できる皮膚病の種類を増やすこと，認識精度をさ

らに向上させることが課題である．
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